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(57)【要約】
　熱交換器用フィン組立体（１）およびフィン組立体（
１）を有する熱交換器が開示される。フィン組立体（１
）は、各フィン（１０）が板で形成される波形構造のフ
ィン本体（１１）を有する複数のフィン（１０）を備え
、複数のフィン（１０）は、フィン組立体（１）の幅方
向に並置され、それらにおいては、フィン組立体（１）
の高さ方向における一方側の２つの隣接するフィン（１
０）の頂部（１１１）または底部（１１２）が、フィン
組立体（１）の長さ方向において所定の距離で互い違い
にされる。フィン組立体（１）および熱交換器は、熱交
換器の熱交換性能を向上させることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　板で形成される波形フィン本体をそれぞれ有する複数のフィンであって、フィン組立体
の幅方向に並置される複数のフィンを備え、
　前記複数のフィンのうちの２つの隣接するフィンの、前記フィン組立体の高さ方向にお
ける一方側の波頂または波底が、前記フィン組立体の長さ方向において互いに対して所定
の距離で互い違いにされる、
熱交換器用フィン組立体。
【請求項２】
　前記２つの隣接するフィンが互いに接続される、請求項１に記載の熱交換器用フィン組
立体。
【請求項３】
　前記複数のフィンが一体化される、請求項１に記載の熱交換器用フィン組立体。
【請求項４】
　前記複数のフィンが単一の板から形成される、請求項１～３のいずれか一項に記載の熱
交換器用フィン組立体。
【請求項５】
　接続部をさらに備え、
　前記接続部が前記２つの隣接するフィンを接続するために前記２つの隣接するフィンの
間に配置される、
請求項１～３のいずれか一項に記載の熱交換器用フィン組立体。
【請求項６】
　各前記フィン本体が、前記波頂を画定する頂部と、前記波底を画定する底部と、前記頂
部と前記底部との間で延在する中間部とを有し、
　前記接続部が前記２つの隣接するフィンの前記中間部と一体化される、
請求項５に記載の熱交換器用フィン組立体。
【請求項７】
　各前記フィン本体が、前記波頂を画定する頂部と、前記波底を画定する底部と、前記頂
部と前記底部との間で延在して前記フィン組立体の前記長さ方向に傾けられた中間部とを
有し、
　前記接続部が、前記２つの隣接するフィンの前記中間部と一体化され、前記２つの隣接
するフィンの前記中間部が交差する位置にある、
請求項５に記載の熱交換器用フィン組立体。
【請求項８】
　前記接続部が、前記フィン組立体の前記高さ方向における、前記中間部の中央部に配置
される、請求項６または７に記載の熱交換器用フィン組立体。
【請求項９】
　前記２つの隣接するフィンの一方の、前記フィン組立体の前記高さ方向における一方側
の前記波頂と、前記２つの隣接するフィンの他方の、前記フィン組立体の前記高さ方向に
おける他方側の前記波底とは、前記フィン組立体の前記長さ方向における同じ位置に実質
的に配置される、請求項１に記載の熱交換器用フィン組立体。
【請求項１０】
　前記複数のフィンが、前記複数のフィンのうちの最外フィンの一方から他方に向けて、
１番からＮ番までそれぞれ付番されると仮定すると、２番目～Ｎ番目のフィンの、前記フ
ィン組立体の前記高さ方向における一方側の前記波頂または前記波底が、１番目のフィン
の、前記フィン組立体の前記高さ方向における一方側の前記波頂または前記波底に対して
前記フィン組立体の前記長さ方向において互い違いにされる距離が、所定の増加量で段階
的に増加する、請求項１に記載の熱交換器用フィン組立体。
【請求項１１】
　前記所定の増加量が実質的に一定である、請求項１０に記載の熱交換器用フィン組立体
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。
【請求項１２】
　前記複数のフィンが、前記複数のフィンのうちの最外フィンの一方から他方に向けて、
１番からＮ番までそれぞれ付番され、かつ、前記フィン組立体の、前記フィン組立体の高
さ方向における一方側の波頂の隣接するものの間の距離の平均がＡであると仮定すると、
ｎ番目のフィンの、前記フィン組立体の前記高さ方向における一方側の前記波頂または前
記波底が、１番目のフィンの、前記フィン組立体の高さ方向における一方側の前記波頂ま
たは前記波底に対してフィン組立体の長さ方向において互い違いにされる距離が、実質的
に
【数１】

であり、ここで、ｎが２以上かつＮ以下の自然数である、請求項１に記載の熱交換器用フ
ィン組立体。
【請求項１３】
　前記複数のフィンのうちの少なくとも２つが互いと異なる幅を有する、請求項１に記載
の熱交換器用フィン組立体。
【請求項１４】
　前記複数のフィンのうちの少なくとも１つにルーバーが設けられる、請求項１に記載の
熱交換器用フィン組立体。
【請求項１５】
　前記フィン組立体の前記高さ方向に垂直な断面において、前記複数のフィンのうちの少
なくとも１つのフィン本体の表面が、前記フィン組立体の前記幅方向に傾けられる、請求
項１に記載の熱交換器用フィン組立体。
【請求項１６】
　前記フィン組立体の前記高さ方向に垂直な前記断面において、前記複数のフィンのうち
の少なくともいくつかのフィン本体の表面が、前記フィン組立体の前記長さ方向の同じ側
に向けて前記フィン組立体の前記幅方向に傾けられる、請求項１５に記載の熱交換器用フ
ィン組立体。
【請求項１７】
　前記フィン組立体の前記高さ方向に垂直な前記断面において、前記複数のフィンの、前
記フィン組立体の前記幅方向における一方側の少なくとも１つの前記フィン本体の表面が
、前記フィン組立体の前記長さ方向の一方側に向けて前記フィン組立体の前記幅方向に傾
けられ、一方、前記複数のフィンの、前記フィン組立体の前記幅方向における他方側の少
なくとも１つの前記フィン本体の表面が、前記フィン組立体の前記長さ方向の他方側に向
けて前記フィン組立体の前記幅方向に傾けられる、請求項１５に記載の熱交換器用フィン
組立体。
【請求項１８】
　前記フィン組立体の前記高さ方向に垂直な前記断面において、前記２つの隣接するフィ
ンの一方の前記フィン本体の表面が、前記フィン組立体の前記長さ方向の一方側に向けて
前記フィン組立体の前記幅方向に傾けられ、一方、前記２つの隣接するフィンの他方の前
記フィン本体の表面が、前記フィン組立体の前記長さ方向の他方側に向けて前記フィン組
立体の幅方向に傾けられる、請求項１５に記載の熱交換器用フィン組立体。
【請求項１９】
　前記複数のフィンが、前記複数のフィンのうちの最外フィンの一方から他方に向けて、
１番からＮ番までそれぞれ付番されると仮定すると、ｉ番目のフィンの、前記フィン組立
体の前記高さ方向における一方側の前記波頂または前記波底が、１番目のフィンの、前記
フィン組立体の前記高さ方向における一方側の前記波頂または前記波底に対して前記フィ
ン組立体の前記長さ方向において互い違いにされる距離が、所定の増加量で段階的に増加
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し、ｊ－１番目およびｊ番目のフィンのうちの一方の、前記フィン組立体の前記高さ方向
における一方側の前記波頂と、ｊ－１番目およびｊ番目のフィンのうちの他方の、前記フ
ィン組立体の前記高さ方向における他方側の前記波底とが、前記フィン組立体の前記長さ
方向における同じ位置に実質的に配置され、ここで、ｉが３以上かつＮ以下の奇数であり
、一方、ｊが２以上かつＮ以下の偶数である、請求項１に記載の熱交換器用フィン組立体
。
【請求項２０】
　前記所定の増加量が実質的に一定である、請求項１９に記載の熱交換器用フィン組立体
。
【請求項２１】
　前記複数のフィンが、前記複数のフィンのうちの最外フィンの一方から他方に向けて、
１番からＮ番までそれぞれ付番されると仮定すると、ｉ番目のフィンの、前記フィン組立
体の前記高さ方向における一方側の前記波頂または前記波底が、１番目のフィンの、前記
フィン組立体の前記高さ方向における一方側の前記波頂または前記波底に対して事前設定
距離で前記フィン組立体の前記長さ方向に互い違いにされ、ｊ－１番目およびｊ番目のフ
ィンのうちの一方の、前記フィン組立体の前記高さ方向における一方側の前記波頂と、ｊ
－１番目およびｊ番目のフィンのうちの他方の、前記フィン組立体の前記高さ方向におけ
る他方側の前記波底とが、前記フィン組立体の前記長さ方向における同じ位置に実質的に
配置され、ここで、ｉが３以上かつＮ以下の奇数であり、一方、ｊが２以上かつＮ以下の
偶数である、請求項１に記載の熱交換器用フィン組立体。
【請求項２２】
　ｉ番目のフィンの、前記フィン組立体の前記高さ方向における一方側の前記波頂または
前記波底が、１番目のフィンの、前記フィン組立体の前記高さ方向における一方側の前記
波頂または前記波底に対して前記フィン組立体の前記長さ方向において互い違いにされる
距離が、
【数２】

であり、ここで、Ａが、前記フィン組立体の、前記フィン組立体の前記高さ方向における
一方側の前記波頂の隣接するものの間の距離の平均である、請求項２１に記載の熱交換器
用フィン組立体。
【請求項２３】
　前記複数のフィンのすべての、前記フィン組立体の前記高さ方向における一方側の前記
波頂または前記波底が、前記フィン組立体の前記長さ方向において互いに対して所定の距
離で互い違いにされる、請求項１に記載の熱交換器用フィン組立体。
【請求項２４】
　前記フィン組立体の前記高さ方向および前記長さ方向によって定義される平面上の前記
複数のフィンのすべての、前記フィン組立体の前記高さ方向における一方側の前記波頂ま
たは前記波底の突出部が、前記フィン組立体の前記長さ方向において実質的に等間隔に配
置される、請求項１に記載の熱交換器用フィン組立体。
【請求項２５】
　前記複数のフィンのうちの少なくとも１つにはルーバーが設けられない、請求項１に記
載の熱交換器用フィン組立体。
【請求項２６】
　前記複数のフィンが３つ以上のフィンである、請求項１に記載の熱交換器用フィン組立
体。
【請求項２７】
　前記フィンが、前記フィンの前記板の表面に略垂直である平面に断面形状を有し、前記
複数のフィンのうちの少なくともいくつかが、実質的に同じ断面形状を有する、請求項１
に記載の熱交換器用フィン組立体。
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【請求項２８】
　前記フィンが、前記フィン組立体の前記高さ方向および前記長さ方向によって定義され
る平面に断面形状を有し、前記複数のフィンのうちの少なくともいくつかが、実質的に同
じ断面形状を有する、請求項１に記載の熱交換器用フィン組立体。
【請求項２９】
　熱交換管と、
　前記熱交換管の間に配設される請求項１に記載のフィン組立体と
を備える、熱交換器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、熱交換器用フィン組立体およびフィン組立体を有する熱交換器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　マイクロチャネル熱交換器またはパラレルフロー蒸発器などの熱交換器は、フィン組立
体と、扁平管でもよい熱交換管とを備える。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の開示の目的は、熱交換器用フィン組立体、およびフィン組立体を有する熱交換
器を提供することであり、それによって、たとえば、熱交換器の熱交換性能を向上させる
。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の実施形態により、熱交換器用フィン組立体が提供され、当該フィン組立体は、
板で形成される波形フィン本体をそれぞれが有する複数のフィンであって、フィン組立体
の幅方向に並置される複数のフィンを備え、複数のフィンのうちの２つの隣接するフィン
の、フィン組立体の高さ方向における一方側の波頂または波底が、フィン組立体の長さ方
向において互いに対して所定の距離で互い違いにされる。
【０００５】
　本発明の実施形態によると、２つの隣接するフィンは互いに接続される。
【０００６】
　本発明の実施形態によると、複数のフィンは一体化される。
【０００７】
　本発明の実施形態によると、複数のフィンは単一の板から形成される。
【０００８】
　本発明の実施形態によると、熱交換器用フィン組立体は接続部をさらに備え、接続部は
、２つの隣接するフィンを接続するために、２つの隣接するフィンの間に配置される。
【０００９】
　本発明の実施形態によると、各フィン本体は、波頂を画定する頂部と、波底を画定する
底部と、頂部と底部との間で延在する中間部とを有し、接続部は２つの隣接するフィンの
中間部と一体化される。
【００１０】
　本発明の実施形態によると、各フィン本体は、波頂を画定する頂部と、波底を画定する
底部と、頂部と底部との間で延在してフィン組立体の長さ方向に傾けられた中間部とを有
し、接続部は、２つの隣接するフィンの中間部と一体化され、２つの隣接するフィンの中
間部が交差する位置にある。
【００１１】
　本発明の実施形態によると、接続部は、フィン組立体の高さ方向における、中間部の中
央部に配置される。
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【００１２】
　本発明の実施形態によると、２つの隣接するフィンの一方の、フィン組立体の高さ方向
における一方側の波頂と、２つの隣接するフィンの他方の、フィン組立体の高さ方向にお
ける他方側の波底とは、フィン組立体の長さ方向における同じ位置に実質的に配置される
。
【００１３】
　本発明の実施形態によると、複数のフィンが、複数のフィンのうちの最外フィンの一方
から他方に向けて、１番からＮ番までそれぞれ付番されると仮定すると、２番目～Ｎ番目
のフィンの、フィン組立体の高さ方向における一方側の波頂または波底が、１番目のフィ
ンの、フィン組立体の高さ方向における一方側の波頂または波底に対してフィン組立体の
長さ方向において互い違いにされる距離は、所定の増加量で段階的に増加する。
【００１４】
　本発明の実施形態によると、所定の増加量は実質的に一定である。
【００１５】
　本発明の実施形態によると、複数のフィンが、複数のフィンのうちの最外フィンの一方
から他方に向けて、１番からＮ番までそれぞれ付番され、かつ、フィン組立体の、フィン
組立体の高さ方向における一方側の波頂の隣接するものの間の距離の平均がＡであると仮
定すると、ｎ番目のフィンの、フィン組立体の高さ方向における一方側の波頂または波底
が、１番目のフィンの、フィン組立体の高さ方向における一方側の波頂または波底に対し
てフィン組立体の長さ方向において互い違いにされる距離は、実質的に
【数１】

であり、ここで、ｎは２以上かつＮ以下の自然数である。
【００１６】
　本発明の実施形態によると、複数のフィンのうちの少なくとも２つは互いと異なる幅を
有する。
【００１７】
　本発明の実施形態によると、複数のフィンのうちの少なくとも１つにルーバーが設けら
れる。
【００１８】
　本発明の実施形態によると、フィン組立体の高さ方向に垂直な断面において、複数のフ
ィンのうちの少なくとも１つのフィン本体の表面は、フィン組立体の幅方向に傾けられる
。
【００１９】
　本発明の実施形態によると、フィン組立体の高さ方向に垂直な断面において、複数のフ
ィンのうちの少なくともいくつかのフィン本体の表面は、フィン組立体の長さ方向の同じ
側に向けてフィン組立体の幅方向に傾けられる。
【００２０】
　本発明の実施形態によると、フィン組立体の高さ方向に垂直な断面において、複数のフ
ィンの、フィン組立体の幅方向における一方側の少なくとも１つのフィン本体の表面は、
フィン組立体の長さ方向の一方側に向けてフィン組立体の幅方向に傾けられ、一方、複数
のフィンの、フィン組立体の幅方向における他方側の少なくとも１つのフィン本体の表面
は、フィン組立体の長さ方向の他方側に向けてフィン組立体の幅方向に傾けられる。
【００２１】
　本発明の実施形態によると、フィン組立体の高さ方向に垂直な断面において、２つの隣
接するフィンの一方のフィン本体の表面は、フィン組立体の長さ方向の一方側に向けてフ
ィン組立体の幅方向に傾けられ、一方、２つの隣接するフィンの他方のフィン本体の表面
は、フィン組立体の長さ方向の他方側に向けてフィン組立体の幅方向に傾けられる。
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【００２２】
　本発明の実施形態によると、複数のフィンが、複数のフィンのうちの最外フィンの一方
から他方に向けて、１番からＮ番までそれぞれ付番されると仮定すると、ｉ番目のフィン
の、フィン組立体の高さ方向における一方側の波頂または波底が、１番目のフィンの、フ
ィン組立体の高さ方向における一方側の波頂または波底に対してフィン組立体の長さ方向
において互い違いにされる距離は、所定の増加量で段階的に増加し、ｊ－１番目およびｊ
番目のフィンのうちの一方の、フィン組立体の高さ方向における一方側の波頂と、ｊ－１
番目およびｊ番目のフィンのうちの他方の、フィン組立体の高さ方向における他方側の波
底とは、フィン組立体の長さ方向における同じ位置に実質的に配置され、ここで、ｉは３
以上かつＮ以下の奇数であり、一方、ｊは２以上かつＮ以下の偶数である。
【００２３】
　本発明の実施形態によると、所定の増加量は実質的に一定である。
【００２４】
　本発明の実施形態によると、複数のフィンが、複数のフィンのうちの最外フィンの一方
から他方に向けて、１番からＮ番までそれぞれ付番されると仮定すると、ｉ番目のフィン
の、フィン組立体の高さ方向における一方側の波頂または波底は、１番目のフィンの、フ
ィン組立体の高さ方向における一方側の波頂または波底に対して事前設定距離でフィン組
立体の長さ方向に互い違いにされ、ｊ－１番目およびｊ番目のフィンのうちの一方の、フ
ィン組立体の高さ方向における一方側の波頂と、ｊ－１番目およびｊ番目のフィンのうち
の他方の、フィン組立体の高さ方向における他方側の波底とは、フィン組立体の長さ方向
における同じ位置に実質的に配置される。ここで、ｉは３以上かつＮ以下の奇数であり、
一方、ｊは２以上かつＮ以下の偶数である。
【００２５】
　本発明の実施形態によると、ｉ番目のフィンの、フィン組立体の高さ方向における一方
側の波頂または波底が、１番目のフィンの、フィン組立体の高さ方向における一方側の波
頂または波底に対してフィン組立体の長さ方向において互い違いにされる距離は、
【数２】

であり、ここで、Ａは、フィン組立体の、フィン組立体の高さ方向における一方側の波頂
の隣接するものの間の距離の平均である。
【００２６】
　本発明の実施形態によると、複数のフィンのすべての、フィン組立体の高さ方向におけ
る一方側の波頂または波底は、フィン組立体の長さ方向において互いに対して所定の距離
で互い違いにされる。
【００２７】
　本発明の実施形態によると、フィン組立体の高さ方向および長さ方向によって定義され
る平面上の複数のフィンのすべての、フィン組立体の高さ方向における一方側の波頂また
は波底の突出部は、フィン組立体の長さ方向において実質的に等間隔に配置される。
【００２８】
　本発明の実施形態によると、複数のフィンのうちの少なくとも１つにはルーバーが設け
られない。
【００２９】
　本発明の実施形態によると、複数のフィンは３つ以上のフィンである。
【００３０】
　本発明の実施形態によると、フィンは、フィンの板の表面に略垂直である平面に断面形
状を有し、複数のフィンのうちの少なくともいくつかは、実質的に同じ断面形状を有する
。
【００３１】
　本発明の実施形態によると、フィンは、フィン組立体の高さ方向および長さ方向によっ
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て定義される平面に断面形状を有し、複数のフィンのうちの少なくともいくつかは、実質
的に同じ断面形状を有する。
【００３２】
　本発明の実施形態によると、熱交換管と、熱交換管の間に配設される上述のフィン組立
体とを備える熱交換器が提供される。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明によるフィン組立体および熱交換器によって、たとえば、熱交換器の熱交換性能
を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】図１は、本発明の第１の実施形態によるフィン組立体の概略斜視図である。
【図２】図２は、本発明の第１の実施形態によるフィン組立体の概略側面図である。
【図３】図３は、本発明の第１の実施形態によるフィン組立体の別の概略斜視図である。
【図４】図４は、本発明の第２の実施形態によるフィン組立体の概略側面図である。
【図５】図５は、本発明の第２の実施形態によるフィン組立体の概略斜視図である。
【図６】図６は、本発明の第３の実施形態によるフィン組立体の概略斜視図である。
【図７】図７は、本発明の第４の実施形態によるフィン組立体の概略側面図である。
【図８】図８は、本発明の第４の実施形態によるフィン組立体の概略斜視図である。
【図９】図９は、本発明の第５の実施形態によるフィン組立体の概略斜視図である。
【図１０】図１０は、本発明の第６の実施形態によるフィン組立体の概略斜視図である。
【図１１】図１１は、本発明の第６の実施形態によるフィン組立体の概略上面図である。
【図１２】図１２は、本発明の第６の実施形態によるフィン組立体の別の概略斜視図であ
る。
【図１３】図１３は、本発明の第７の実施形態によるフィン組立体の概略斜視図である。
【図１４】図１４は、本発明の第７の実施形態によるフィン組立体の概略上面図である。
【図１５】図１５は、本発明の第７の実施形態によるフィン組立体の別の概略斜視図であ
る。
【図１６】図１６は、本発明の第８の実施形態によるフィン組立体の概略斜視図である。
【図１７】図１７は、本発明の第８の実施形態によるフィン組立体の概略上面図である。
【図１８】図１８は、本発明の第８の実施形態によるフィン組立体の別の概略斜視図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　本発明は、添付図面に関連して記載される本発明の実施形態に関して、以下のようにさ
らに説明される。
【００３６】
　図１～１８を参照すると、本発明の実施形態による熱交換器は、熱交換管と、熱交換管
の間に配設されるフィン組立体１とを備える。
【００３７】
　図１～１８を参照すると、フィン組立体１は、板で形成される波形フィン本体１１をそ
れぞれが有する複数のフィン１０を備える。複数のフィン１０は、フィン組立体１の幅方
向ＷＤに並置される。複数のフィン１０のうちの２つの隣接するフィンの、フィン組立体
１の高さ方向ＨＤにおける一方側の波頂１１１または波底１１２は、フィン組立体１の長
さ方向ＬＤにおいて互いに対して所定の距離で互い違いにされる。たとえば、複数のフィ
ン１０は３つ以上のフィン１０でもよい。
【００３８】
　本発明の実施形態によると、フィン１０は、フィン１０の板（または、波形板）の表面
に略垂直である平面に断面形状を有し、複数のフィン１０のうちの少なくともいくつか（
たとえばすべて）は、実質的に同じ断面形状を有する。あるいは、複数のフィン１０のう
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ちの少なくともいくつか（たとえばすべて）は、異なる断面形状を有してもよい。たとえ
ば、水平面において、フィン１０の板（または、波形板）、あるいはフィン１０の板（ま
たは、波形板）の表面は直線であり、フィン１０の板（または、波形板）の表面に略垂直
である平面はその直線に垂直である。
【００３９】
　本発明の実施形態によると、フィン１０は、フィン組立体１の高さ方向ＨＤおよび長さ
方向ＬＤによって定義される平面に断面形状を有し、複数のフィン１０のうちの少なくと
もいくつか（たとえばすべて）は、実質的に同じ断面形状を有する。あるいは、複数のフ
ィン１０のうちの少なくともいくつか（たとえばすべて）は、異なる断面形状を有しても
よい。
【００４０】
　図７および図８を参照すると、本発明の実施形態により、２つの隣接するフィン１０は
互いに接続される。複数のフィン１０は一体化されてもよい。複数のフィン１０は単一の
板から形成されてもよい。一体型のフィン組立体により、組立を容易にすることができる
。さらに、複数のフィン１０はまた、ともにはんだ付けされてもよい。
【００４１】
　図７および図８を参照すると、本発明の実施例により、フィン組立体１は接続部１００
をさらに備える。接続部１００は、２つの隣接するフィン１０を接続するために、２つの
隣接するフィン１０の間に配置される。
【００４２】
　図７および図８を参照すると、本発明のいくつかの実施形態により、各フィン本体１１
は、波頂１１１を画定する頂部と、波底１１２を画定する底部と、頂部と底部との間で延
在する中間部１１３とを有し、接続部１００は２つの隣接するフィン１０の中間部１１３
と一体化される。
【００４３】
　図７および図８を参照すると、本発明のいくつかの他の実施形態により、各フィン本体
１１は、波頂１１１を画定する頂部と、波底１１２を画定する底部と、頂部と底部との間
で延在してフィン組立体１の長さ方向ＬＤに傾けられた中間部１１３とを有し、接続部１
００は、２つの隣接するフィン１０の中間部１１３と一体化され、２つの隣接するフィン
１０の中間部１１３が交差する位置にある。
【００４４】
　図７および図８を参照すると、本発明の実施形態により、接続部１００は、フィン組立
体１の高さ方向ＨＤにおける、中間部１１３の中央部また中央点に配置される。
【００４５】
　図１～３および図７～８を参照すると、本発明の実施形態により、２つの隣接するフィ
ン１０の一方の、フィン組立体１の高さ方向ＨＤにおける一方側の波頂１１１と、２つの
隣接するフィン１０の他方の、フィン組立体１の高さ方向ＨＤにおける他方側の波底１１
２とは、フィン組立体１の長さ方向ＬＤにおける同じ位置に実質的に配置される。
【００４６】
　図４～６を参照すると、本発明の実施形態により、複数のフィン１０が、複数のフィン
１０のうちの最外フィン１０の一方から他方に向けて、１番からＮ番までそれぞれ付番さ
れると仮定すると、２番目～Ｎ番目のフィン１０の、フィン組立体１の高さ方向ＨＤにお
ける一方側の波頂１１１または波底１１２が、１番目のフィン１０の、フィン組立体１の
高さ方向ＨＤにおける一方側の波頂１１１または波底１１２に対してフィン組立体１の長
さ方向ＬＤにおいて互い違いにされる距離は、所定の増加量で段階的に増加する。たとえ
ば、所定の増加量は、実質的に一定または変化する。
【００４７】
　図４～６を参照すると、本発明の実施形態により、複数のフィン１０が、複数のフィン
１０のうちの最外フィン１０の一方から他方に向けて、１番からＮ番までそれぞれ付番さ
れ、かつ、フィン組立体１の、フィン組立体１の高さ方向ＨＤにおける一方側の波頂１１
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１の隣接するものの間の距離の平均がＡであると仮定すると、ｎ番目のフィン１０の、フ
ィン組立体１の高さ方向ＨＤにおける一方側の波頂１１１または波底１１２が、１番目の
フィン１０の、フィン組立体１の高さ方向ＨＤにおける一方側の波頂１１１または波底１
１２に対してフィン組立体１の長さ方向ＬＤにおいて互い違いにされる距離は、実質的に
【数３】

であり、ここで、ｎは２以上かつＮ以下の自然数である。
【００４８】
　本発明の実施形態によると、複数のフィン１０が、複数のフィン１０のうちの最外フィ
ン１０の一方から他方に向けて、１番からＮ番までそれぞれ付番されると仮定すると、ｉ
番目のフィン１０の、フィン組立体１の高さ方向ＨＤにおける一方側の波頂１１１または
波底１１２が、１番目のフィン１０の、フィン組立体１の高さ方向ＨＤにおける一方側の
波頂１１１または波底１１２に対してフィン組立体１の長さ方向ＬＤにおいて互い違いに
される距離は、所定の増加量で段階的に増加し、ｊ－１番目およびｊ番目のフィン１０の
うちの一方の、フィン組立体１の高さ方向ＨＤにおける一方側の波頂１１１と、ｊ－１番
目およびｊ番目のフィン１０のうちの他方の、フィン組立体１の高さ方向ＨＤにおける他
方側の波底１１２とは、フィン組立体１の長さ方向ＬＤにおける同じ位置に実質的に配置
され、ここで、ｉは３以上かつＮ以下の奇数であり、一方、ｊは２以上かつＮ以下の偶数
である。たとえば、所定の増加量は実質的に一定である。
【００４９】
　本発明の実施形態によると、複数のフィン１０が、複数のフィン１０のうちの最外フィ
ン１０の一方から他方に向けて、１番からＮ番までそれぞれ付番されると仮定すると、ｉ
番目のフィン１０の、フィン組立体１の高さ方向ＨＤにおける一方側の波頂１１１または
波底１１２は、１番目のフィン１０の、フィン組立体１の高さ方向ＨＤにおける一方側の
波頂１１１または波底１１２に対して事前設定距離でフィン組立体１の長さ方向ＬＤに互
い違いにされ、ｊ－１番目およびｊ番目のフィン１０のうちの一方の、フィン組立体１の
高さ方向ＨＤにおける一方側の波頂１１１と、ｊ－１番目およびｊ番目のフィン１０のう
ちの他方の、フィン組立体１の高さ方向ＨＤにおける他方側の波底１１２とは、フィン組
立体１の長さ方向ＬＤにおける同じ位置に実質的に配置され、ここで、ｉは３以上かつＮ
以下の奇数であり、一方、ｊは２以上かつＮ以下の偶数である。たとえば、ｉ番目のフィ
ン１０の、フィン組立体１の高さ方向ＨＤにおける一方側の波頂１１１または波底１１２
が、１番目のフィン１０の、フィン組立体１の高さ方向ＨＤにおける一方側の波頂１１１
または波底１１２に対してフィン組立体１の長さ方向ＬＤにおいて互い違いにされる距離
は、

【数４】

であり、ここで、Ａは、フィン組立体１の、フィン組立体１の高さ方向ＨＤにおける一方
側の波頂１１１の隣接するものの間の距離の平均である。
【００５０】
　本発明の実施形態によると、複数のフィン１０のすべての、フィン組立体１の高さ方向
ＨＤにおける一方側の波頂１１１または波底１１２は、フィン組立体１の長さ方向ＬＤに
おいて互いに対して所定の距離で互い違いにされる。
【００５１】
　本発明の実施形態によると、フィン組立体１の高さ方向ＨＤおよび長さ方向ＬＤによっ
て定義される平面上の複数のフィン１０のすべての、フィン組立体１の高さ方向ＨＤにお
ける一方側の波頂１１１または波底１１２の突出部は、フィン組立体１の長さ方向ＬＤに
おいて実質的に等間隔に配置される。
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【００５２】
　図６を参照すると、本発明の実施形態により、複数のフィン１０のうちの少なくとも２
つは互いと異なる幅を有する。たとえば、複数のフィン１０の幅は、複数のフィン１０の
うちの最外フィンの一方から他方に向けて段階的に減少する。さらに、各フィン組立体１
は、用途に応じて、他の異なる構造パラメータを有してもよい。
【００５３】
　図９を参照すると、本発明の実施形態により、複数のフィン１０のうちの少なくとも１
つにルーバー１１５が設けられる。あるいは、複数のフィン１０にはルーバー１１５が設
けられなくてもよい。たとえば、複数のフィン１０のうちの少なくとも１つにはルーバー
１１５が設けられない。図１０～１８を参照すると、本発明の実施形態により、フィン組
立体１の高さ方向ＨＤに垂直な断面において、複数のフィン１０のうちの少なくとも１つ
のフィン本体１１の表面は、フィン組立体１の幅方向ＷＤに傾けられる。たとえば、断面
は、波頂１１１と波底１１２との間、たとえば中間部１１３にあってもよい。傾斜したフ
ィンにより、風力場を案内することができ、空気循環路を拡大させることができ、同時に
、正面面積は増加する。
【００５４】
　図１０～１２を参照すると、本発明の実施形態により、フィン組立体１の高さ方向ＨＤ
に垂直な断面において、複数のフィン１０のうちの少なくともいくつかのフィン本体１１
の表面は、フィン組立体１の長さ方向ＬＤの同じ側に向けてフィン組立体１の幅方向ＷＤ
に傾けられる。
【００５５】
　図１３～１５を参照すると、本発明の実施形態により、フィン組立体１の高さ方向ＨＤ
に垂直な断面において、複数のフィン１０の、フィン組立体１の幅方向ＷＤにおける一方
側の少なくとも１つのフィン本体１１（たとえば、複数のフィン１０の一方の半分）の表
面は、フィン組立体１の長さ方向ＬＤの一方側に向けてフィン組立体１の幅方向ＷＤに傾
けられ、一方、複数のフィン１０の、フィン組立体１の幅方向ＷＤにおける他方側の少な
くとも１つのフィン本体１１（たとえば、複数のフィン１０の他方の半分）の表面は、フ
ィン組立体１の長さ方向ＬＤの他方側に向けてフィン組立体１の幅方向ＷＤに傾けられる
。異なる傾斜方向により、より良好な熱交換効果を実現することができる。
【００５６】
　図１６～１８を参照すると、本発明の実施形態により、フィン組立体１の高さ方向ＨＤ
に垂直な断面において、２つの隣接するフィン１０の一方のフィン本体１１の表面は、フ
ィン組立体１の長さ方向ＬＤの一方側に向けてフィン組立体１の幅方向ＷＤに傾けられ、
一方、２つの隣接するフィン１０の他方のフィン本体１１の表面は、フィン組立体１の長
さ方向ＬＤの他方側に向けてフィン組立体１の幅方向ＷＤに傾けられる。
【００５７】
　本発明の実施形態によるフィン組立体および熱交換器は、単純な構造を有して、フィン
の熱交換効率を効果的に向上させ、それによって、熱交換器のコストを低減し、かつ、熱
交換器の熱交換能力を増大させる。
【００５８】
　本発明の実施形態によるフィン組立体および熱交換器は、側面から見たとき、すなわち
、熱交換器の空気循環方向から分かるように、より大きいフィン正面面積を有する。風が
十分に使用されるので、フィンの熱交換効率は増大する。
【００５９】
　さらに、本発明の実施形態によるフィン組立体および熱交換器によって、フィン組立体
の後列は、フィン組立体の前列の波頂および波底から漏れた風を効果的に使用する。
【００６０】
　さらに、本発明の実施形態によるフィン組立体および熱交換器によって、熱交換中に発
生する境界層は、フィンの正面面積を増加させることによって、適切に破壊することがで
き、それによって、熱交換効率は向上する。
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【００６１】
　上述の実施形態の技術的特徴のいくつかまたはすべてを、新しい実施形態を形成するた
めに互いに組み合わせてもよいことに注目すべきである。

【図１】 【図２】



(13) JP 2018-521293 A 2018.8.2

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(14) JP 2018-521293 A 2018.8.2

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】 【図１１】



(15) JP 2018-521293 A 2018.8.2

【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】



(16) JP 2018-521293 A 2018.8.2

【図１６】 【図１７】

【図１８】



(17) JP 2018-521293 A 2018.8.2

10

20

30

40

【国際調査報告】



(18) JP 2018-521293 A 2018.8.2

10

20

30

40



(19) JP 2018-521293 A 2018.8.2

10

20

30

40



(20) JP 2018-521293 A 2018.8.2

10

20

30

40



(21) JP 2018-521293 A 2018.8.2

10

20

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,H
N,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

(72)発明者  ルー，シャンシュン
            中華人民共和国・３１４３００・ゼァージァン・ジャシン　シティ・ハイヤン　カウンティ・シェ
            ジア　ロード・ナンバー１３８３
(72)発明者  ウー，ウェイジュン
            中華人民共和国・３１４３００・ゼァージァン・ジャシン　シティ・ハイヤン　カウンティ・シェ
            ジア　ロード・ナンバー１３８３
(72)発明者  ウー，グアンシェン
            中華人民共和国・３１４３００・ゼァージァン・ジャシン　シティ・ハイヤン　カウンティ・シェ
            ジア　ロード・ナンバー１３８３
(72)発明者  ウェイ，ウェンジアン
            中華人民共和国・３１４３００・ゼァージァン・ジャシン　シティ・ハイヤン　カウンティ・シェ
            ジア　ロード・ナンバー１３８３


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

